
特集―女性のワーク・ライフの実情

Business Labor Trend 2013.11

22

　

日
本
の
総
人
口
は
す
で
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
二
○
三
○
年
に

は
、
人
口
が
現
在
よ
り
も
一
○
○
○
万
人
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
雇
用
政
策
研
究
会
の
推
計
に

よ
れ
ば
、
経
済
成
長
と
労
働
参
加
が
適
切
に

進
ま
な
か
っ
た
場
合
、
就
業
者
数
は
二
○
一

○
年
に
比
べ
て
八
四
五
万
人
減
少
す
る
見
込

み
だ
。
一
方
、
女
性
、
若
者
、
高
齢
者
な
ど

多
様
な
労
働
者
の
就
業
が
進
ん
だ
場
合
は
、

就
業
者
の
減
少
は
二
一
三
万
人
に
留
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

製
造
業
に
関
し
て
い
え
ば
、
就
業
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
今
後
、
こ

れ
ら
多
様
な
労
働
者
の
就
業
が
進
む
こ
と
で
、

二
○
三
○
年
に
お
い
て
も
約
一
○
○
○
万
人

の
労
働
力
が
維
持
で
き
る
と
の
試
算
も
あ
る
。

　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
製
造

業
で
の
就
業
者
全
体
に
占
め
る
女
性
の
比
率

は
二
九
・
五
％
で
、
就
業
者
全
体
に
占
め
る

女
性
比
率
に
比
べ
て
約
一
割
低
く
、
製
造
現

場
の
実
態
に
合
っ
た
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
昨
年
一
二
月
に
も
の

づ
く
り
企
業
に
お
け
る
女
性
、
高
齢
者
、
非

正
規
社
員
な
ど
多
様
な
労
働
者
の
活
用
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、「『
全
員
参
加
型
社
会
』

の
実
現
に
向
け
た
技
能
者
の
確
保
と
育
成
に

関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
本
稿
で
は
、

中
間
的
な
と
り
ま
と
め
と
し
て
、
調
査
結
果

か
ら
も
の
づ
く
り
現
場
で
の
女
性
技
能
者
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
ま
た
、
女

性
技
能
者
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
企
業

二
社
の
事
例
も
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
調
査

を
も
と
に
し
た
報
告
書
は
年
内
を
目
途
に
発

行
す
る
予
定
。

　

調
査
は
、
民
間
調
査
機
関
所
有
の
企
業
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
層
化
無
作
為
抽
出
に
よ
っ

て
抽
出
し
た
、
全
国
の
従
業
員
数
三
○
人
以

上
の
機
械
金
属
加
工
関
連
の
企
業
一
万
社
を

対
象
に
、
二
○
一
二
年
一
二
月
に
実
施
し
た
。

有
効
回
答
数
は
二
一
八
二
社
、
有
効
回
収
率

は
二
一
・
八
％
だ
っ
た
。

　

な
お
、
本
調
査
で
い
う
「
女
性
技
能
者
」

と
は
正
社
員
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
従
業
員
や
派
遣
従
業
員
な
ど
の
非

正
規
従
業
員
も
含
む
。

過
半
数
の
企
業
が
女
性
技
能
者
の

活
用
に
前
向
き

　

ま
ず
、
も
の
づ
く
り
現
場
に
お
け
る
女
性

技
能
者
の
活
用
状
況
か
ら
み
て
い
く
。
活
用

を
「
進
め
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
三

五
・
六
％
で
、「
進
め
る
予
定
は
な
い
」
と
す

る
企
業
の
四
五
・
一
％
を
下
回
っ
た
も
の
の
、

「
進
め
て
い
な
い
が
、
今
後
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
」（
一
六
・
六
％
）
も
合
わ
せ
る
と

過
半
数
の
企
業
が
女
性
技
能
者
の
活
用
に
前

向
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

活
用
を
「
進
め
て
い
る
」
と
す
る
回
答
割

合
は
従
業
員
規
模
に
比
例
し
て
高
く
な
っ
て

い
る
。「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
で

は
約
三
割
（
三
四
・
三
％
）
だ
っ
た
の
に
対

し
、「
三
○
○
～
九
九
九
人
」で
は
約
五
割（
四

六
・
八
％
）、「
一
○
○
○
人
以
上
」

で
は
約
六
割
（
六
一
・
九
％
）
と

な
っ
た
（
図
表
１
）。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業
」（
五
六
・
○
％
）、

「
電
気
機
械
器
具
製
造
業
」（
五
一
・

三
％
）、「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
製
造
業
」（
四
六
・
三
％
）

で
「
進
め
て
い
る
」
の
回
答
割
合

が
相
対
的
に
高
い
。
一
方
、「
進
め

る
予
定
は
な
い
」
の
回
答
割
合
が

高
か
っ
た
の
は
、「
鉄
鋼
業
」（
六

九
・
三
％
）、「
化
学
工
業
」（
五
八
・

五
％
）、「
は
ん
用
機
械
器
具
製
造

業
」（
五
四
・
三
％
）
だ
っ
た
。

　

女
性
技
能
者
の
活
用
を
「
進
め

て
い
る
」
ま
た
は
「
進
め
て
い
な

い
が
、
今
後
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
に
対
し
、

活
用
を
進
め
た
い
と
考
え
た
き
っ

か
け
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
。
も

っ
と
も
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
の

は
、「
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た

め
」
で
、約
六
割
（
五
八
・
三
％
）

の
企
業
が
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に

「
職
場
を
活
性
化
す
る
た
め
」（
四
一
・
一
％
）、

「
男
女
と
も
職
務
遂
行
能
力
に
よ
っ
て
評
価

さ
れ
る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
た
め
」（
三

九
・
五
％
）
が
続
い
た
。

　
「
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
」
の
回

答
割
合
は
、
従
業
員
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
高
く
、「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
は
八
割
強

（
八
四
・
八
％
）
が
あ
げ
て
い
る
（
図
表
２
）。

女
性
技
能
者
が
い
な
い
企
業
が
約

四
分
の
一
を
占
め
る

　

も
の
づ
く
り
現
場
で
働
く
技
能
者
の
う
ち
、

図表１　製造現場における女性技能者の活用状況
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に
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技
能
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の
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用
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女
性
の
割
合
は
ど
の
程
度
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
女
性
技
能
者
が
働
い
て
い
る
か
否

か
で
み
る
と
、
働
い
て
い
る
企
業
の
割
合
は

約
七
割
（
六
八
・
九
％
）
だ
っ
た
の
に
対
し
、

働
い
て
い
な
い
企
業
も
約
四
分
の
一（
二
四
・

八
％
）
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
「
女
性
技
能
者
が
働
い
て
い
る
」
と
す
る

企
業
の
割
合
は
従
業
員
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

高
く
、「
三
○
○
人
」
未
満
で
は
六
七
・
七
％

だ
っ
た
が
、「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
は
、
八

八
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
技
能
者
の
活
用
度
合
別
に
み
る
と
、

「
活
用
を
進
め
て
い
る
」
企
業
で
は
、
女
性

技
能
者
が
働
い
て
い
る
と
す
る
割
合
が
九

○
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、「
進
め
て
い
な
い

が
、
今
後
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
」
企
業

（
七
六
・
三
％
）、「
進
め
る
予
定
は
な
い
」（
四

九
・
一
％
）
に
比
べ
て
大
幅
に
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

女
性
技
能
者
が
働
い
て
い
る
と
す
る
企
業

に
つ
い
て
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
全
体
で

は
、「
一
○
％
未
満
」
で
三
○
・
四
％
、「
一
○

～
一
九
％
」
で
二
一
・
九
％
、「
二
○
～
三
九

％
」
で
二
六
・
○
％
、「
四
○
％
以
上
」
で
二

一
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
技
能
者
の
割
合
を
活
用
度
合
別
に
み

る
と
、「
活
用
を
進
め
て
い
る
」
企
業
で
は
、

「
二
○
～
三
九
％
」
が
三
一
・
二
％
と
も
っ

と
も
高
い
の
に
対
し
、「
進
め
て
い
な
い
が
、

今
後
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
」、「
進
め
る

予
定
は
な
い
」
で
は
「
一
○
％
未
満
」
が
も

っ
と
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
活
用
を
進
め
て

い
る
と
回
答
し
た
企
業
で
は
、
働
く
女
性
技

能
者
の
割
合
が
実
際
に
高
く
な
っ
て
い
る

（
図
表
３
）。

七
割
の
企
業
は
過
去
三
年
間
に
女

性
技
能
者
の
新
卒
採
用
を
行
わ
ず

　

女
性
技
能
者
の
う
ち
、
正
社
員
の
採
用
状

況
を
聞
い
た
。
二
○
一
○
年
度
か
ら
二
○
一

二
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

の
年
度
に
女
性
技
能
者
を
採
用
し
た
企
業
の

割
合
は
約
二
割
（
二
一
・
六
％
）
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
年
度
も
採
用
し
な
か

っ
た
企
業
の
割
合
（
七
○
・
八
％
）
を
大
幅

に
下
回
っ
た
。

　
「
一
○
○
○
人
以
上
」
の
企
業
で
は
約
八

割
（
八
一
・
○
％
）
が
採
用
を
行
っ
て
い
る

図表２　女性技能者を活用するきっかけ
（複数回答、単位：％）

優
秀
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優
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男
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確
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た
め

女
性
の
早
期
退
職
を
減
ら
す
た
め

職
場
を
活
性
化
す
る
た
め

男
女
と
も
職
務
遂
行
能
力
に
よ
っ
て
評
価
さ

れ
る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
た
め

人
的
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め

製
品
の
品
質
向
上
の
た
め

企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め

社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
の
た
め

行
政
や
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め

そ
の
他

無
回
答

全体(=1139) 58.3 3.8 2.6 41.1 39.5 19.3 20.9 6.0 8.3 1.6 3.6 0.9

【従業員規模別】
300人未満(n=1024) 56.9 4.1 2.3 41.0 38.6 20.6 20.9 6.3 8.5 1.5 3.6 1.0
300～999人(n=82) 64.6 - 4.9 43.9 53.7 7.3 22.0 3.7 8.5 2.4 2.4 -
1000人以上(n=33) 84.8 3.0 6.1 36.4 33.3 9.1 18.2 3.0 - 3.0 6.1 -

【女性の活用度合い別】
進めている(n=776) 58.6 3.1 3.0 38.9 37.9 21.8 22.7 5.5 8.4 1.4 4.5 1.0
進めていないが、今後進
めたいと考えている
(n=363)

57.6 5.2 1.9 45.7 43.0 14.0 17.1 6.9 8.0 1.9 1.7 0.6

（単位：％）
女性技能者の有無 女性技能者が働いている企業の内訳
女
性
技
能
者
が

働
い
て
い
な
い

女
性
技
能
者
が

働
い
て
い
る

無
回
答

10
％
未
満

10
～
19
％

20
～
39
％

40
％
以
上

全体(n=2182) 24.8 68.9 6.3 30.4 21.9 26.0 21.7

【従業員規模別】

300人未満(n=2013) 25.9 67.7 6.4 29.7 22.1 26.1 22.1
300～999人(n=126) 13.5 81.7 4.8 28.2 22.3 29.1 20.4
1000人以上(n=42) 4.8 88.1 7.1 64.9 13.5 10.8 10.8

【女性技能者の活用度合別】

進めている(n=776) 3.7 90.5 5.8 18.5 21.1 31.2 29.2
進めていないが、今後進めたい
と考えている(n=363) 18.5 76.3 5.2 37.9 21.3 22.7 18.1

進める予定はない(n=983) 44.4 49.1 6.5 44.5 23.4 19.5 12.6

図表３　技能者全体に占める女性の割合

図表４　過去３年間における女性技能者（正社員）の新卒採用状況
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過去３年度のいずれかの年度に女性技能者（正社員）の新卒採用を実施した

過去３年度のいずれの年度にも女性技能者（正社員）の新卒採用を実施しなかった

無回答
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の
に
対
し
、「
三
○
○
～
九
九
九
人
」
で
は
三

割
強
（
三
四
・
一
％
）、「
三
○
○
人
未
満
」

で
は
約
二
割
（
一
九
・
六
％
）
と
規
模
が
小

さ
く
な
る
に
つ
れ
、
採
用
を
実
施
し
た
と
す

る
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
４
）。

　

業
種
別
に
み
た
場
合
、「
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
」（
二
九
・
六
％
）、

「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
」（
二
九
・
四
％
）

で
採
用
を
実
施
し
た
と
す
る
割
合
が
相
対
的

に
高
い
。

　

中
途
採
用
に
つ
い
て
も
、
女
性
技
能
者
を

採
用
し
な
か
っ
た
と
す
る
割
合
が
約
七
割

（
七
一
・
一
％
）
と
高
く
、
採
用
し
た
と
す

る
回
答
割
合
（
二
○
・
二
％
）
を
大
幅
に
上

回
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
一
○
○
○
人

以
上
」
の
企
業
で
は
約
四
割
（
四
二
・
九
％
）

が
採
用
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
下
の

規
模
で
は
二
割
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図

表
５
）。

　

業
種
別
で
は
、「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
製
造
業
」（
二
六
・
九
％
）、「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
」（
二
四
・
九
％
）、「
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
」（
二
四
・
六
％
）
で

「
中
途
採
用
を
実
施
し
た
」
と
す
る
割
合
が

相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

中
小
で
遅
れ
る
女
性
技
能
者
の
活

用
促
進
策

　

女
性
技
能
者
の
活
用
促
進
に
向
け
た
施
策

を
八
つ
あ
げ
、
そ
の
実
施
状
況
を
聞
い
た
。

「
行
っ
て
い
る
」
と
す
る
割
合
が
高
か
っ
た

の
は
、「
出
産
や
育
成
等
に
よ
る
休
業
が
ハ
ン

デ
と
な
ら
な
い
よ
う
な
人
事
制
度
の
導
入
」

で
三
五
・
九
％
の
企
業
が
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
「
男
女
と
も
に
使
い
や
す
い
器
具
・
設

備
等
の
導
入
」（
二
五
・
二
％
）、「
管
理
・
監

督
者
に
女
性
を
登
用
」（
一
七
・
七
％
）
が
続

い
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
は

行
っ
て
い
な
い
も

の
の
「
今
後
行
う

予
定
」
と
回
答
し

た
取
り
組
み
で
は
、

「
女
性
の
能
力
発

揮
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
啓
発
」（
二

七
・
七
％
）、「
管

理
・
監
督
者
に
女

性
を
登
用
」（
二

五
・
六
％
）、「
女

性
が
満
た
し
に
く

い
募
集
・
採
用
・

配
置
・
昇
格
基
準

の
見
直
し
」（
二

五
・
○
％
）
な
ど

が
高
い
割
合
を
示

し
た
（
図
表
６
）。

　

従
業
員
規
模
別

に
み
た
場
合
、
女

性
技
能
者
の
活
用

促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
は
大
企
業

（「
三
○
○
～
九
九
九
人
」
及
び
「
一
○
○

○
人
以
上
」）
の
ほ
う
が
進
ん
で
い
る
。
と

く
に
「
出
産
や
育
児
等
に
よ
る
休
業
が
ハ
ン

デ
と
な
ら
な
い
よ
う
な
人
事
制
度
の
導
入
」、

「
男
女
と
も
に
使
い
や
す
い
器
具
・
設
備
等

の
導
入
」、「
管
理
・
監
督
担
当
者
に
女
性
を

登
用
」
な
ど
は
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
間

で
取
り
組
み
度
合
い
に
大
き
な
差
が
生
じ
て

い
る
。

　

た
と
え
ば
、「
出
産
や
育
児
等
に
よ
る
休
業

が
ハ
ン
デ
と
な
ら
な
い
よ
う
な
人
事
制
度
の

導
入
」
の
場
合
、「
三
○
○
人
未
満
」
で
は
「
行

っ
て
い
る
」と
す
る
回
答
割
合
は
約
三
割（
三

三
・
一
％
）
だ
が
、「
三
○
○
～
九
九
九
人
」

で
は
六
割
強
（
六
四
・
三
％
）、「
一
○
○
○

人
以
上
」
で
は
八
割
強
（
八
三
・
三
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
「
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
策
」
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
短
時
間
勤
務
制
度
」
を
あ
げ
る
企
業

の
割
合
が
約
五
割
（
四
九
・
一
％
）
と
も
っ

と
も
高
く
、「
子
の
看
護
休
暇
制
度
」（
四
一
・

七
％
）、「
所
定
外
労
働
の
免
除
」（
三
九
・
○

％
）、「
始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
り
上
げ
・
繰

り
下
げ
」（
三
一
・
七
％
）
が
こ
れ
に
続
い
た
。

「
と
く
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
」
と
す
る
企

業
も
約
四
分
の
一
（
二
四
・
七
％
）
あ
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
各
取
り
組
み

と
も
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
回
答
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
三
○
○
人

未
満
」
の
中
小
企
業
で
も
っ
と
も
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
「
短
時
間
勤
務
制
度
」
で
も
、

四
六
・
〇
％
と
、「
三
○
○
人
～
九
九
九
人
」

で
八
三
・
三
％
、「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
九

七
・
六
％
な
の
に
比
べ
る
と
大
幅
に
低
く
な

っ
て
い
る
（
図
表
７
）。

20.2

19.8

19.8

42.9

71.1

71.3

75.4

50.0

8.7

8.9

4.8

7.1

全 体(n=2182)

【従業員規模別】

300人未満(n=2013)

300～999人(n=126)

1000人以上(n=42)

（単位：％）

過去３年度のいずれかの年度に女性技能者（正社員）の中途採用を実施した

過去３年度のいずれの年度にも女性技能者（正社員）の中途採用を実施しなかった

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図表５　過去３年間における女性技能者（正社員）の中途採用の状況

図表６　女性技能者の活用促進に向けた取り組み
5.9 

17.7 

5.3 

2.8 

7.5 

9.8 

35.9 

25.2 

18.8 

25.6 

19.6 

19.6 

27.7 

25.0 

19.7 

22.6 

63.2 

45.2 

63.2 

65.4 

52.8 

53.1 

33.0 

40.6 

12.1 

11.4 

12.0 

12.1 

12.0 

12.1 

11.4 

11.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性の能力発揮のための行動計画策定

管理・監督者に女性を登用

女性の配置実績が少ない職種に配置するための教育

女性の受け入れ経験が乏しい管理職に対する研修

女性の能力発揮の重要性についての啓発

女性が満たしにくい募集・採用・配置・昇格基準の見直し

出産や育児等による休業がハンデとならないような人事制度の導入

男女ともに使いやすい器具・設備等の導入

行っている 行っていないが、今後行う予定 行う予定はない 無回答
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約
八
割
で
「
男
性
技
能
者
と
同
じ

訓
練
内
容
」

　

女
性
技
能
者
の
育
成
に
向
け
、
男
性
と
異

な
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
か
ど
う
か
聞
い

た
と
こ
ろ
、
約
八
割
（
七
八
・
五
％
）
の
企

業
は
男
性
と
「
同
じ
」
と
回
答
し
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
小
さ

く
な
る
に
つ
れ
、「
異
な
る
」
の
割
合
が
や
や

高
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
（
図
表
８
）。

　
「
異
な
る
」
と
回
答
し
た
企
業
に
そ
の
具

体
的
内
容
を
自
由
記
述
形
式
で
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
男
性
と
女
性
で
は
担
当
す
る
作
業
内
容

が
異
な
る
た
め
、
訓
練
内
容
も
異
な
る
」
と

の
回
答
が
目
立
っ
た
。

　

で
は
、
女
性
技
能
者
は
製
造
現
場
で
ど
の

よ
う
な
作
業
を
担
当
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

女
性
技
能
者
が
働
い
て
い
る
企
業
を
対
象
に

作
業
内
容
を
二
つ
ま
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
約

七
割
（
六
七
・
四
％
）
が
「
製
品
の
検
査
・

点
検
作
業
」と
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
に「
組

立
・
調
整
の
作
業
」（
四
七
・
二
％
）、「
切
削
、

研
削
、溶
接
、熱
処
理
な
ど
の
作
業
」（
一
九
・

九
％
）
が
こ
れ
に
続
い
た
。

　

同
じ
企
業
を
対
象
に
全
技
能
者
が
担
当
し

て
い
る
作
業
内
容
を
聞
い
た
結
果
と
比
べ
る

と
、「
切
削
・
研
削
、
溶
接
、
熱
処
理
な
ど
の

加
工
作
業
」、「
製
造
設
備
の
操
作
・
監
視
作

業
」「
製
造
設
備
・
修
理
に
関
わ
る
作
業
」
に

つ
い
て
、
女
性
技
能
者
が
担
当
し
て
い
る
と

の
回
答
割
合
が
大
幅
に
低
く
、
こ
れ
ら
の
作

業
は
「
男
性
向
け
の
作
業
」
と
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
大
き
い
（
図
表
９
）。

　

技
能
系
正
社
員
の
管
理
・
監
督
者
の
中
に

女
性
技
能
者
が
い
る
か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、
約
七
割
（
六
七
・
○
％
）
の
企
業
で
は

「
い
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、「
い
る
」
は

二
六
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

女
性
技
能
者
の
活
用
度
合
別
に
み
る
と
、

「
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
、「
進
め
て
い

る
」で
は
四
二
・
七
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
進

め
て
い
な
い
が
、
今
後
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
」
で
は
二
七
・
八
％
、「
進
め
る
予
定
は

な
い
」
で
は
一
三
・
八
％
だ
っ
た
。

　
「
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
に
対
し
、
技

能
系
正
社
員
の
管
理
監
督
者
全
体
に
占
め
る

女
性
技
能
者
の
割
合
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
一

～
九
％
」と
の
回
答
割
合
が
約
六
割（
五
八
・

二
％
）
を
占
め
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
三
〇
〇
人
未

満
の
中
小
企
業
で
は
、「
一
～
九
％
」
が
他
の

規
模
に
比
べ
、
約
一
九
～
三
六
ポ
イ
ン
ト
低

（複数回答、単位：％）
短
時
間
勤
務
制
度

育
児
の
場
合
に
利
用
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度

始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ

所
定
外
労
働
の
免
除

事
業
所
内
託
児
施
設
の
設
置

育
児
に
要
す
る
経
費
の
援
助
措
置

子
の
看
護
休
暇
制
度
の
実
施

そ
の
他

と
く
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

無
回
答

全体(n=2182) 49.1 16.0 31.7 39.0 0.4 2.5 41.7 2.8 24.7 4.9

【従業員規模別】
300人未満(n=2013) 46.0 15.2 30.4 37.2 0.1 1.9 38.5 2.9 26.4 5.2
300～999人(n=126) 83.3 22.2 46.0 59.5 1.6 6.3 76.2 1.6 4.8 1.6
1000人以上(n=42) 97.6 40.5 52.4 69.0 9.5 19.0 88.1 4.8 - -

図表７　現在取り組んでいる仕事と家庭の両立支援策

図表８　女性技能者の育成に向けた独自訓練の実施

図表９　女性技能者が担当する作業内容

78.5

77.5

89.7

92.9

6.7

6.9

4.8

2.4

14.8

15.6

5.6

4.8

全 体(n=2182)

【従業員規模別】

300人未満(n=2013)

300～999人(n=126)

1000人以上(n=42)

同じ 異なる 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

62.7

％

47.2

19.9

13.8

1.1

8.6

40.9

47.0

51.2

33.3

14.0

4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

製品の検査・点検作業

組立・調整の作業

切削・研削、溶接、熱処理などの加工作業

製造設備の操作・監視作業

製造設備の整備・修理に関わる作業

その他

（n=1503※）（２つまでの複数回答）

女性 職場全体

※女性技能者が働いている企業のみを対象に集計
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い
一
方
で
、「
一
〇
～
二
九
％
」
は
約
一
七
～

二
六
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
の
活
用
度
合
別
に
み
る
と
、「
進
め
て

い
る
」
企
業
で
は
、「
一
～
九
％
」
が
「
進
め

て
い
な
い
が
、
今
後
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
」「
進
め
る
予
定
は
な
い
」
企
業
に
比
べ
、

約
一
二
ポ
イ
ン
ト
低
い
一
方
で
、「
一
〇
～
二

九
％
」
は
約
八
～
一
〇
ポ
イ
ン
ト
高
い
（
図

表
10
）。

活
躍
を
妨
げ
る
要
因
は
「
女
性
技

能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少
な

い
」
こ
と

　

女
性
技
能
者
の
活
躍
を
妨
げ
る
要
因
を
複

数
回
答
で
聞
い
た
。「
女
性
技
能
者
に
向
い

て
い
る
仕
事
が
少
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業

の
割
合
が
三
五
・
六
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

以
下
、「
家
事
や
育
児
の
負
担
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
」（
二
六
・
六
％
）、「
活
躍
を
望
む

女
性
が
少
な
い
」（
二
三
・
八
％
）、「
女
性
技

能
者
の
確
保
が
難
し
い
」（
二
三
・
三
％
）
の

順
と
な
っ
た
。

　
「
女
性
技
能
者
の
確
保
が
難
し
い
」、「
結
婚

や
出
産
で
退
職
す
る
女
性
が
多
い
」、「
家
事

や
育
児
の
負
担
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」、

「
残
業
・
出
張
・
転
勤
を
さ
せ
に
く
い
」
の

回
答
割
合
は
従
業
員
規
模
に
比
例
し
て
高
く

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、「
女
性
技
能

者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少
な
い
」
は
「
三

○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
で
相
対
的
に
高

く
、
三
六
・
三
％
の
企
業
が
あ
げ
た
（
図
表

11
）。

　

女
性
の
活
用
度
合
別
に
み
る
と
、
活
用
を

進
め
て
い
る
企
業
で
は
、「
家
事
や
育
児
の
負

担
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」が
約
四
割（
三

九
・
六
％
）
と
も
っ
と
も
高
く
、こ
れ
に
「
活

躍
を
望
む
女
性
が
少
な
い
」（
三
一
・
八
％
）

が
続
い
た
。

　

現
在
は
女
性
技
能
者
の
活
用
を
進
め
て
い

な
い
が
、
今
後
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
企

業
で
は
、「
女
性
技
能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事

が
少
な
い
」（
四
○
・
八
％
）、「
女
性
技
能
者

の
確
保
が
難
し
い
」（
三
七
・
七
％
）
が
そ
れ

ぞ
れ
約
四
割
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
活
用
を
進
め
る
予
定
が
な
い
と
す

る
企
業
で
は
、「
女
性
技
能
者
に
向
い
て
い
る

仕
事
が
少
な
い
」
が
四
割
強
（
四
三
・
九
％
）

と
二
番
目
以
下
を
引
き
離
し
て
も
っ
と
も
高

（単位：％）
女性の管理・監督者

の有無 女性の管理・監督者がいる企業の内訳

い
な
い

い
る

無
回
答

１
～
９
％

10
～
29
％

30
～
49
％

50
～
69
％

70
～
89
％

90
％
以
上

全体(=2182) 67.0 26.8 6.2 58.2 32.5 6.5 2.1 0.7

【従業員規模別】
300人未満(n=2013) 67.3 26.4 6.3 56.2 34.2 6.8 2.1 0.8 -
300～999人(n=126) 64.3 31.7 4.0 75.0 17.5 5.0 2.5 - -
1000人以上(n=42) 61.9 28.6 9.5 91.7 8.3 - - - -

【女性の活用度合別】
進めている(n=776) 54.1 42.7 3.2 53.2 36.3 7.3 2.4 0.9 -
進めていないが、今後進め
たいと考えている(n=363) 67.5 27.8 4.7 65.3 26.7 6.9 1.0 -

進める予定はない(n=983) 78.4 13.8 7.7 64.7 27.9 4.4 2.2 0.7 -

図表10　技能系正社員の管理・監督者に占める女性の割合

図表11　女性技能者の活躍を妨げる要因①

図表12　女性技能者の活躍を妨げる要因②

（複数回答、単位：％）
女
性
技
能
者
の
確
保
が
難
し
い

結
婚
や
出
産
で
退
職
す
る
女
性
が
多
い

家
事
や
育
児
の
負
担
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

残
業
・
出
張
・
転
勤
を
さ
せ
に
く
い

活
躍
を
望
む
女
性
が
少
な
い

経
験
や
知
識
が
不
足
し
て
い
る

男
性
社
員
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る

休
業
し
た
場
合
に
代
替
要
員
の
確
保
が
難
し
い

女
性
技
能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少
な
い

女
性
技
能
者
の
活
躍
促
進
の
手
法
が
わ
か
ら
な
い

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
負
担
が
重
い

そ
の
他

と
く
に
な
い

無
回
答

全体(n=2182) 23.3 17.1 26.6 18.4 23.8 7.7 3.2 7.1 35.6 1.2 4.5 2.9 11.4 10.4

【従業員規模別】
300人未満(n=2013) 23.2 16.7 25.7 17.8 22.9 7.9 2.7 6.8 36.3 1.2 4.6 2.8 11.6 10.7
300～999人(n=126) 21.4 20.6 35.7 25.4 37.3 3.2 7.9 12.7 25.4 1.6 3.2 4.0 8.7 6.3
1000人以上(n=42) 33.3 28.6 40.5 26.2 31.0 7.1 14.3 2.4 33.3 - 2.4 2.4 7.1 2.4

（複数回答、単位：％）
女
性
技
能
者
の
確
保
が
難
し
い

結
婚
や
出
産
で
退
職
す
る
女
性
が
多
い

家
事
や
育
児
の
負
担
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

残
業
・
出
張
・
転
勤
を
さ
せ
に
く
い

活
躍
を
望
む
女
性
が
少
な
い

経
験
や
知
識
が
不
足
し
て
い
る

男
性
社
員
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る

休
業
し
た
場
合
に
代
替
要
員
の
確
保
が
難
し
い

女
性
技
能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少
な
い

女
性
技
能
者
の
活
躍
促
進
の
手
法
が
わ
か
ら
な
い

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
負
担
が
重
い

そ
の
他

と
く
に
な
い

無
回
答

全体(n=2182) 23.3 17.1 26.6 18.4 23.8 7.7 3.2 7.1 35.6 1.2 4.5 2.9 11.4 10.4

【女性の活用度合別】
進めている(n=776) 23.1 21.5 39.6 25.1 31.8 8.6 3.4 9.5 23.8 1.2 2.7 1.5 14.9 1.0
進めていないが、今後進
めたいと考えている
(n=363)

37.7 17.1 26.4 17.9 29.5 12.1 3.9 9.1 40.8 2.5 6.9 2.2 5.2 5.8

進める予定はない
(n=983) 17.9 13.6 16.2 13.4 15.8 5.4 2.8 4.1 43.9 0.8 5.1 4.2 11.2 18.5
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い
回
答
割
合
と
な
っ
た
（
図
表
12
）。

ま
と
め

　

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

の
調
査
で
は
、
過
半
数
の
も
の
づ
く
り
企
業

が
女
性
技
能
者
の
活
用
に
前
向
き
で
あ
る
と

の
結
果
が
で
て
お
り
、
適
切
な
政
策
的
ア
プ

ロ
ー
チ
次
第
で
は
、
女
性
の
活
用
が
広
が
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

調
査
対
象
企
業
を
女
性
の
活
用
度
合
別
に

み
た
場
合
、
全
体
の
三
五
・
六
％
を
占
め
て

い
る
の
が
、
す
で
に
女
性
技
能
者
の
活
用
を

「
進
め
て
い
る
」
層
だ
。
こ
の
層
に
つ
い
て
、

活
用
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
要
因
を
み
る
と
、

「
家
事
や
育
児
の
負
担
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
」（
三
九
・
六
％
）、「
活
躍
を
望
む
女
性

が
少
な
い
」（
三
一
・
八
％
）
が
上
位
二
位
を

占
め
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
策
の
導
入
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
と
同
時
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
女
性

活
躍
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
人
材
の
確
保
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
と
い
っ

た
企
業
内
に
お
け
る
環
境
整
備
の
支
援
が
有

効
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
現
状
で
は
女
性
の
活
用
を
「
進
め

て
い
な
い
が
、
今
後
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
」
層
に
つ
い
て
は
、
全
体
に
占
め
る
割
合

は
一
六
・
六
％
と
高
く
な
い
も
の
の
活
用
に

対
す
る
意
欲
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
阻
害
要
因

さ
え
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
活
用
機

会
を
広
げ
や
す
い
層
と
い
え
る
。

　

こ
の
層
に
つ
い
て
、
阻
害
要
因
を
み
る
と
、

「
女
性
技
能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少
な

い
」「
女
性
技
能
者
の
確
保
が
難
し
い
」
の
回

答
割
合
が
約
四
割
と
高
く
、
女
性
技
能
者
の

受
け
入
れ
段
階
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　
「
女
性
技
能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少

な
い
」
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
28
で
紹
介
す
る
日

本
プ
レ
ス
工
業
株
式
会
社
の
事
例
の
よ
う
に
、

一
見
女
性
向
き
で
な
い
と
思
わ
れ
る
プ
レ
ス

作
業
を
女
性
に
任
せ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
ま
だ
少
な
い
も
の
の
、

今
後
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業
主
へ
の
意
識

啓
発
を
行
い
、
女
性
向
き
で
な
い
と
い
う
思

い
込
み
を
排
す
る
こ
と
で
、
女
性
活
用
が
広

が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
阻
害
要
因
で
あ
る
「
女
性
技

能
者
の
確
保
が
難
し
い
」
に
つ
い
て
は
、
製

造
業
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
が
ち
な

「
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）」
の
イ

メ
ー
ジ
が
影
響
し
て
か
、
も
の
づ
く
り
企
業

に
お
い
て
、
女
性
の
採
用
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
実
態
が
う
か
が
え
る
。
と
く
に
大
企

業
に
比
べ
て
、
知
名
度
の
低
い
中
小
企
業
ほ

ど
採
用
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
通
じ
、
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
有

効
だ
ろ
う
。

　

女
性
技
能
者
の
活
用
を
「
進
め
る
予
定
は

な
い
」
と
す
る
四
五
・
一
％
の
層
で
、「
女
性

技
能
者
に
向
い
て
い
る
仕
事
が
少
な
い
」
が

阻
害
要
因
と
し
て
も
っ
と
も
回
答
割
合
が
高

く
、
四
三
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
中

に
は
、
危
険
を
伴
う
作
業
な
ど
実
際
に
女
性

向
き
で
は
な
い
作
業
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
多
く
の
作
業
に
つ
い
て
は
前
述

し
た
と
お
り
、
職
場
環
境
の
整
備
や
事
業
主

へ
の
意
識
啓
発
に
よ
り
一
定
程
度
の
改
善
が

期
待
さ
れ
る
。

（
米
島
康
雄
）
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